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( 116 頁よりつYく〉ヒノキ等針葉樹の疎林内であるのが普通である。釜之沢や塩沢では

谷底で，然も釜之沢は北向きの斜面である。飯悶市の風越山は北向きの山腹であり，ヒノ
キ林で有名な木曽の小川入国有林ではヒノキの疎林内IC見事な群落をなしている。との点

からみて＂＜｝レパノキは陰性種で，長時聞に亙って日照を受けるような場所は適地ではない
ようである。

尚マルパノキは一応援帯纏物の中IC入れられているようであるが，塩沢は木曽谷の低山

地の中では最も寒いとされている地方にあり，釜之沢もそれより幾分緩いか同程度の所で
ある。木曽谷における垂直的分布をみるに，南部では1,200m を越える所まで続き，時に
は1,500 m を越える所でも見られる。乙の事から考えて，乙の種は寒さには相当強いもの

と恩われる。
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